
資料１

令和７（2025）年度のEPO業務

実施報告資料

2026年２月19日

第２回 EPO中部・中部地方ESD活動支援センター運営委員会
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a. 地域循環共生圏づくり支援体制構築事業
（以下、共生圏事業）の選定団体への支援

2

本
年
度
業
務
に
お
け
る

主
な
支
援
主
体
や
連
携
先
に
つ
い
て 

① 

／
２

共生圏事業に選定されている団体（３地域６団体）
※①：中間支援主体、②：活動団体

• PF丹南：①ローカルSDクリエーション、②エコ・グリーンツーリズム水の
里しらやま

• PF長野：①長野県NPOセンター、②芋井地区住民自治協議会
• ＰＦ半田：①半田市、②半田市地域循環共生圏推進協議会

【団体への支援に加えて】
11月に中間共有会（取組状況の中間報告）をEPO主催で愛知県半田市で開催

昨年度・今年度（２カ年度間で）団体が取り組むこと
ローカルSDGs事業（地域課題解決・地域資源活用）やそれに取り組むプ
ラットフォームの構築、地域の未来像の共有など

▼▼▼
次年度・３年度目に団体が目指すこと
ローカルSDGs事業の事業化・事業展開、その創発が可能となるプラット
フォーム発足、中間支援の横展開など

「中間支援」
を重視

EPOは
伴走支援



b. 自治体・協働コーディネーターとの連携による
中部独自の共生圏づくり／ローカルSDGs実
践支援
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本
年
度
業
務
に
お
け
る

主
な
支
援
主
体
や
連
携
先
に
つ
い
て 

② 

／
２

⚫ 地域循環共生圏づくり支援セミナー2025の開催

➢ 昨年度は「地域循環共生圏とはなにか」、今年度は「中間支援」をテーマに開催。次
年度は総括編の位置づけとなるセミナーを開催予定

⚫ 富山県上市町で協働コーディネーターの協力による、ローカルSDGs
の実践を支援、及び、ローカルSDGsをテーマにした地域循環共生圏
フォーラムを開催

➢ ２名の協働コーディネーターが協力…(株)ティー・ツリー・コミュニケーションズ・茶木
氏、 PECとやま・堺氏

⚫ ローカルSDGs実践事例集（協働コーディネーター／中間支援主体の
取組事例集）コンテンツの作成・公開

⚫ 協働コーディネーター意見交換会の実施

➢ 地域活動における課題感の共有、協働コーディネーターの発掘・追加が主題に

⚫ 地域循環共生圏づくりの活動評価手法の検討：有識者による検討
ワーキング（ＷＫＧ）の実施（３回）

➢ 検討結果をａ）・ｂ）の団体／取組へフィードバック、成果冊子とりまとめ



主催イベント・会合等業務
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2025年度EPO中部主催イベント／会合
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区分 エリア 設営 時期 参加者数 テーマ／内容等 連携先／関係者／登壇者等

①中間支
援セミナー

－

オンライ
ン配信
登壇者：
会場集合

12月
５日

オンライン
25件

地域循環共生圏づくり支援セミナー
「ローカルSDGsの実践とその中間支援

～地域循環共生圏づくりで必要なこ
と･大切なこと～」

• 活動主体…長野県NPOセンター
• 有識者…早稲田大学・島岡先生、有識者WKGメンバー（下
記④より） など

②共生圏
づくり支援

富山県
上市町

リアル
12月
６日

20人
地域循環共生圏フォーラムin上市町
「地域課題を地域資源にするローカル
SDGsの共創へ」

• 協働コーディネーター／中間支援…PECとやま・堺氏
• 先進事例紹介…NTG代表・松田氏
• 昨年度フォーラムで提案されたローカルSDGsアイデアの
試行実践報告…ネットラジオ｢カミラジ!｣局長・高井氏

③ローカ
ルSDGs事
例集

－
オンライ
ン登壇

3月
11日
予定

－

中部エリアの地域循環共生圏づくりの
事例・取組主体を紹介2025（オンライン
配信）／ローカルSDGsの実践や支援に
取り組む協働コーディネーター紹介

• 協働コーディネーターの取組事例集を６年ぶりに刷新、動
画で公開予定

• 今年度から次年度にかけて事例集コンテンツを作成・公開
⇒ウェブサイトに専用コーナーも新設予定

④協働コ-
ディネ-タ-意
見交換会

会場：名
古屋市
内

リアル
9月
3日

９名
地域活動主体の課題、中間支援のあり
方・ヨコ展開の可能性

• 協働コーディネーター８＋新追加１名
• さらに新たに推薦されたコーディネーター1名（欠席のた
め）を会合の中で紹介

⑤活動評
価手法検
討WKG
（全３回）

名古屋

リアル

6月
2日

3名

「6つの資本」など活動評価に関するR6
成果の検証とバージョンアップ

• メンバー（継続）：
➢ 古澤礼太 中部大学国際ESD・SDGsセンター長 教授、
中部ESD拠点協議会事務局長

➢ 水上聡子 EPO中部運営委員、アルマス・バイオコスモ
ス研究所代表

➢ 堺 勇人 EPO中部運営委員、一般社団法人 環境市
民プラットフォームとやま（PECとやま）事務局長

富山
7月
23日

中間支援に関する評価手法の検討と活
動評価との連携

名古屋
12月
４日

とりまとめ方針の検討、事例検証方法
についての検討

⑥共生圏
事業中間
共有会

愛知県
半田市

リアル
11月
13日-
14日

26名
・中間共有会
・視察エクスカーション

• ホスト：半田市、半田市地域循環共生圏推進協議会

• 出席：地域循環共生圏づくり支援体制構築事業の中部エ
リア選定団体、関係者

• 視察先：ビオクラ、協力農家 など

※②③…仕様書項目上の「自治体・協働コーディネーターとの連携によるフォーラム等開催（計２回）」に該当



①地域循環共生圏づくり支援セミナー（2025年度：中間支援編）
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⚫ 12月５日に「地域循環共生圏づくり支援セミナー2025」を
開催・配信。zoom参加・YouTube自由視聴合わせて32人
視聴（2025年12月末現在）。

⚫ 早稲田大学教授・島岡未
来子先生、共生圏事業
の中間支援主体・長野県
NPOセンター吉田氏によ

る講演のほか、登壇講
師と④活動評価手法検
討WKGメンバーによる
トークセッションを実施。

⚫ 録画をアーカイブ公開中。
https://www.epo-chubu.jp/epo-news/34087.html

トークセッションは冊子と
してとりまとめ（作成中）。

2024年度の《地域循環共生圏づ
くり入門編》、今年度の《中間支
援編》を開催。次年度は《総括
編》としての開催を予定。

３カ年度の動画・冊子を、取組主
体に活用してもらうツールとして
公開。

https://www.epo-chubu.jp/epo-news/34087.html
https://www.epo-chubu.jp/epo-news/34087.html
https://www.epo-chubu.jp/epo-news/34087.html
https://www.epo-chubu.jp/epo-news/34087.html
https://www.epo-chubu.jp/epo-news/34087.html
https://www.epo-chubu.jp/epo-news/34087.html
https://www.epo-chubu.jp/epo-news/34087.html
https://www.epo-chubu.jp/epo-news/34087.html
https://www.epo-chubu.jp/epo-news/34087.html
https://www.epo-chubu.jp/epo-news/34087.html
https://www.epo-chubu.jp/epo-news/34087.html
https://www.epo-chubu.jp/epo-news/34087.html
https://www.epo-chubu.jp/epo-news/34087.html
https://www.epo-chubu.jp/epo-news/34087.html
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②共生圏づくり支援：富山県上市町におけるローカルSDGs展開支援

⚫ 12月６日に地域循環共生圏フォーラムin富山県上市
町2025を昨年度に続き、第３回目を開催。

⚫ 「かみいち柿取物語」プロジェクトリーダーである高
井氏が、柿の収穫体験イベントの実施報告、今後の
計画などを発表。

⚫ 昨年度から中間支援の立場で、協働コーディネー
ターのPECとやま・堺氏が協力。また、本フォーラム
でも総合司会、昨年度までの振り返りで登壇。

⚫ そのほか、ローカルSDGs実践の先進事例として、能
登で放置されていた柚子を活用したクラフトジンづく
りに取り組むNTG代表・松田氏が講演。

⚫ 後半ディスカッションでは、上市におけるローカル
SDGsのアイデアやその実現・実践に必要な共創、
情報、仕組み、支援は何かを登壇者・参加者で話し
合った。



 放置された柿の活用
 KAMIICHIハーブティーストーリー ～健康で美しく～
 ヘチマ×和スタイル＝ヘチ和（ヘチ和スタイル）
 放置竹林対策（竹の資源化と循環型農業を目指して
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参考）富山県上市町におけるローカルSDGs展開支援の背景・経緯

2024度に「地域循環共生圏フォーラムin上市町」（全２回）を開催
• 協働コーディネーターの堺氏と茶木氏が企画、登壇、ファシリテーターとして協力
• 第１回フォーラムのワークショップで地域課題解決／地域資源活用のローカルSDGsアイデアの提案
• 第２回フォーラムでローカルSDGsアイデアの発表と実現に向けたディスカッション

フォーラム参加者から提案があった４つのアイデア

昨年度フォーラム第２回での
発表資料より（アイデア①の
資料）

◼ 10月24日に、堺氏（PECとやま）が事務局を務めたJICA研

修プログラム参加者（３カ国６名）や上市町住民（飛び入

り参加）が参加して、柿の収穫体験イベントを試行的に

実施。

◼ プロジェクト名「かみいち柿取物語」として、有志で取組

が進められる予定。

◼ プロジェクトに対し、協働コーディネーター・堺氏による

中間支援を、同・茶木氏（特産品の開発・販売の経営

者）による共創を期待。
2025年10月にJICA研修生や地域

住民が参加する柿の収穫体験イ
ベントを試行

今年度 「放置された柿の活用」の試行実施



③ローカルSDGs実践事例集（協働コーディネーター取組事例集）
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協働コーディネーターによるローカルSDGsの実践・支援の
事例集コンテンツを作成・公開

⚫ 協働コーディネーターの取組紹介ツールとして、６，７年前に、冊子を作成・公開。

⚫ その最新版・事例紹介コンテンツとして、協働コーディネーターによるローカルSDGs（地域循環共生圏づ
くり、及びその中間支援、地域課題解決、地域資源活用等）取組事例のオンライン登壇を撮影し、EPO中
部ウェブサイトに掲載。

⚫ 今年度は４名の協働コーディネーターが取組紹介の協力（うち２名は共生圏事業選定事例の紹介）。

⚫ 次年度以降に、ウェブサイト上で「協働コーディネーター／中間支援」の専用コーナーを新設し、取組事
例集を公開するとともに、協働コーディネーター、共生圏事業の中間支援主体に対する相談、照会・紹介
の受付可能なページを作成予定。

➢ 共生圏事業が目指す中間支援のヨコ展開への支援として、「地域循環共生圏づくりとその中間支
援」「協働コーディネーター」の認知度向上広報も必要。

今年度録画したコンテンツのウェブサイト掲載イメージ



④協働コーディネーター意見交換会

10

⚫ ９月３日に、EPO中部・協働コーディネーター９名が集まり、
意見交換会を開催。うち１名は、新しく協働コーディネーター
に加わった方で、ほかのもう１名の推薦のあった新コーディ
ネーター（今回の会合には参加できず）の紹介が行われた。

⚫ 会合で、各コーディネー
ターによる取組の近況
報告や、共生圏事業の
中間支援を行っている
協働コーディネーターが
事業での取組紹介も
行った。

⚫ 意見交換では、行政と
の連携における課題感
について多くの意見が
提示された。
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参考）2026年９月実施・協働コーディネーター意見交換会で提示された主な意見等

行政との連携、中間支援のあり方に関する課題に関する意見
⚫ 多くの自治体において、職員は業務過多で、若手職員は現場経験や知識が不足しており、地域課題解決

に対するビジョンを持てない状況がうかがえる。また、行政側担当者が変わるたびに過去の積み上げがリ
セットされ、活動がゼロベースに戻ってしまうことが多い。

⚫ 行政内同士や、他地域行政機関との連携が不十分であり、施策が進められる際に市民活動団体への相
談や根回しがなされないこともある。

⚫ 行政職員の中から、新しい価値観や活動に対する「感度のよい人」を見極めて進めることも重要となる。

⚫ 行政が中間支援の役割を外部化する際、その価値を適切に評価し、コンサルタントと同等の予算や権限で
の委託が必要である。地域の取組に関するノウハウは、外部のコンサルタントではなく、地域の中に蓄積さ
れるべきである。

事業者との連携、非経済的価値の評価の必要性に関する意見
⚫ 企業評価では、財務評価だけでなく、SDGsや環境への取組等の非財務情報（非市場的価値）でも評価さ

れつつある。単なるCSRでなく、本業維持と資金調達のために地域貢献等に取り組む潮流がみられる。ま
た、地域金融機関は企業の経営状況や関心事項の「情報集積地」であり、企業の非財務情報の格付けも
行っている。地域金融機関を通じて、環境に関心を持つ企業を巻き込み、企業と本業レベルで地域活動と
の連携を構築することが有効となる。

⚫ 地域資源を活用した活動（例：アブラギリの活用等）は、量産化やコスト面で安価な外国産などの競合相手
に勝つことは難しい。競争に勝つためには、社会的価値（例：トレーサビリティ、ストーリー性）や環境的価
値（例：若狭湾の環境改善）といった非経済的な側面で差別化を図ることも重要である。



⑥地域循環共生圏事業選定団体への支援：中間共有会

12

⚫ 11月13-14日に、地域循環共生
圏事業の中部ブロック中間共有
会を愛知県半田市で開催。３地
域６団体等26名が出席。

⚫ ３地域６団体による取組報告の
ほか、「（なりたい地域の未来像
ではなく）なりたくない地域の未
来予想図とその回避宣言を考
える」、「私たちの活動、或いは
地域循環共生圏事業が地域に
もたらすものとは？」をテーマに
ディスカッションを実施。

⚫ ２日目は視察エクスカーションと
して、半田市地域循環共生圏推
進協議会の関係施設等を見学。



フィードバッグ

事例提供

第７期３年間でのEPO業務連関展開 （2025年４月時点想定）
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【表中の業務④】協働コーディネーター意見交換会 ⇒地域の取組・活動で顕在化・潜在化している課題等の把握

フィードバッグ

事例提供

事例活用
／登壇

登壇／

成果提供

事例活用
／登壇

フィードバック

事例提供

フィードバッグ

事例提供

業務区分 2 0 2 4年度 2025年度 2026年度（予定）

環境省の地域循環共
生圏づくりモデル事業

対象： a)丹南、長野、半田

選定団体の中間支援機
能の育成支援

（表中の業務⑥など）

選定団体の中間支援機能
の育成支援

参加団体のローカル
SDGs事業実践展開支援

【中部独自業務】

特定地域における
共生圏づくり実践支援

対象： b)富山県上市町

協働コーディネーターと
連携して上市町でフォー
ラム２回開催（ローカル
SDGsアイデア提案）

【表中の業務②】
富山県上市町等で継続

して実践展開

富山県上市町等で継続
して実践展開

＋協働コーディネー
ターとの連携展開

【中部独自業務】
共生圏づくり支援
セミナー等

（ツール化；冊子・動画公開等）

共生圏づくり支援セミ
ナー《入門編》開催
動画・冊子公開でツール

化

支援セミナー
《総括編（仮）》
を開催してツール化

【表中の業務①③】
・支援セミナー《中間支援編》
・ローカルSDGs実践事例動画
動画・冊子公開でツール化

【中部独自業務】
活動評価手法検討WKG

ａ)・b)で検証、活用プログラム等を
構築して公開予定

評価手法の
あり方検討

【表中の業務⑤】
評価手法の
構築・検証等

評価手法の
実践・公開

課題等を抽出し
業務全体へ活用・反映

事例
支援1

事例
支援2

発信･
ツール

検討･
構築

地域情
報共有

登壇

支援

事例活用／登壇

登壇／

企画協力

登壇

支援

事例活用／登壇

※丹南、長野…第６期・活動見える化プログラムに事例提供・フィードバック



共生圏事業における
｢中間支援｣のヨコ展開
＝｢協働コーディネー
ター｣の活躍・活用
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• 共生圏事業は次年度・2026年度
で終了。

• 2027年度以降も「中間支援」に
よる地域循環共生圏づくり促進
を目指す事業展開が検討されて
いる。

• 多様なSHと連携した地域活動を
コーディネートしてきた協働コー
ディネーターは、既に中間支援
に等しい取組の実績を有してい
る。

• 中部では既に「EPO中部・協働
コーディネーターが活躍してい
る」ことを改めて発信する必要が
ある。

➢ 今～来年度にかけて、「③ロー
カルSDGs実践事例集（協働コー
ディネーター取組事例集）」を作
成・公開



その他事務所連携企画イベント・会合等業務
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その他の中部事務所企画・連携等による連携イベント／会合

16

区分 エリア 設営 時期 参加※ テーマ／内容等 連携先／関係者／登壇者等

⑦グリー
ン社会実
現に向け
たステー
ク ホ ル
ダー連携
促進業務

―
ヒアリ
ング

6月
～
9月

対象
8名

過去の事例を踏まえて、俯瞰的に共進化を捉えて
／地方行政と市民の関わり、合意形成の視座から
／市民として、生活者としての視座から／企業活
動、地域づくりにおける行動合理性の視座から

• ８名の学識者にヒアリングを実施

愛知県
名古屋
市

リアル
11月
17日

8人
closed

まちなかでの持続可能な地域づくりを
テーマにした交流と意見交換

• ６名の学識者、活動主体が出席して意見交換を実施

長野県
長野市

リアル
12月
15日

8人
Closed

さとやまでの持続可能な地域づくりを
テーマにした交流と意見交換

• ６名の学識者、活動主体が出席して意見交換を実施

中部
ハイブ
リッド

3月
3日
予定

実施
予定

中部共進化フォーラム～Wellbeingを体
感できる地域循環共生圏を目指して
 オープン（中部共進化促進フォーラム）

• これまでにヒアリング、登壇者による取組紹介、パネルディス
カッションを実施予定

⑧自然資
本の活用
に関する
意見交換
会等

愛知県
名古屋
市

出展
10月
3日-
4日

―
（WS

10名）

SDGs愛知エキスポの中部事務所出展
ブースの運営（２日間）

• ブース内で、パネル14点を作成して展示、生きものクイズ
• ワークショップ「ヨシストローをつくろう！ヨシ刈り継続でネイ

チャーポジティブもヨシ！」

石川県
金沢市

リアル
2月
23日
予定

実施
予定

はくさん大発見！ ～白山の自然や動
物を 見て・さわって・学んで、自分だけ

の白山づくり体験～

• 子ども向けイベントとして石川県立図書館で開催
• 白山の概説、クイズ、生きもののハンズオン展示
• WS「自分だけのミニ白山をつくってみよう！」を実施

⑨白書を
読む会

愛知県
名古屋
市

ハイブ
リッド

10月
22日

会場10 
zoom
10

令和７年版 環境白書を読む会
• 企画：中部地方環境事務所
• 白書概説…本省総合政策課等登壇
• 中部地方の施策・取組の紹介…中部地方環境事務所登壇

※参加者数：環境省・EPO除く



⑦グリーン社会実現に向けたステークホルダー連携促進業務
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中部共進化座談会中間とりまとめ（案）～中部からの提案：地域から始める「共進化」（２０２５年６月）
【2025年3月開催座談会より作成されたコンセプトペーパー】

中部共進化座談会、環境省中部地方環境事務所、環境省中部環境パートナーシップオフィス（EPO中部）

•環境危機・人口減少が進む中、地域から持続可能な社会への転換が求められている
•中部は、産業公害克服や多様な主体の取組により、環境を軸とした地域づくりの蓄積を有する
•本提案は、「地域循環共生圏」と「共進化」を統合した「地域×共進化」プロセスを提示
自然資本と人材を生かし、活動の自立化・多様化・定着を段階的に促進

•支援の方向性
① 市民社会の成熟、 ② 市場・ビジネス活用、 ③ 知識・技術イノベーション

•世代を超えた担い手の対話を通じ、中部から新たな地域モデルを発信

地域共進化ヒアリング・意見交換（コンセプト確認・共進化事例の検証）R7年6月
～9月

11月

中部共進化フォーラム～Wellbeingを体感できる地域循環共生圏を目指して
 オープン（中部共進化促進フォーラム）

12月

R8年3月

関係者による交流会 開催地：愛知県名古屋市 まちなか
（仕組みの検討とネットワーク化）

関係者による交流会 開催地：長野県長野市 さとやま
（仕組みの検討とネットワーク化）



地域共進化ヒアリング・意見交換（2025年6月～9月）
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⚫ 福井弘道教授・古澤礼太教授（2025年6月25日）
人口減少や国際情勢の変化により地域力の低下が懸念される中、人づくりを核とした共進化が重要と指
摘。自然資本を基盤に、保全と活用の価値を可視化し、社会・自然を横断する「大きな共進化」をエビデン
スに基づき推進すべきとした。

⚫ 松田直己部長（2025年6月30日）
共進化は価値観の違いを越えて主体が変化するプロセスであり、葛藤や対話自体が学びの場であると
整理。ESDによる人の変容が社会変化につながり、成果の記録・評価と中間支援人材の存在が持続性の
鍵と述べた。

⚫ 杉山範子教授（2025年8月11日）
共進化は多主体が刺激し合い高め合う過程であり、世界首長誓約にその実例を見ると指摘。個人から地
球規模まで多層的に連動する仕組みと、気候変動対策を基盤とした自治体主導の共進化推進体制の必
要性を強調。

⚫ 高野雅夫教授（2025年8月27日）
ネットゼロとネイチャーポジティブの両立という矛盾を提示し、制度横断的連携の重要性を指摘。関係人
口の参画、人材継承を支える仕組みと、行政を補完する「第二の役所機能」を持つプラットフォームの必要
性を指摘。

⚫ 鵜飼宏成教授（2025年8月27日）
地域共進化にはクワトロヘリックス型の協働が不可欠で、大学の実践的関与と課題解決型プラットフォー
ムが重要と指摘。成熟した市民社会の形成やリカレント教育、市民起業家の育成が前提条件とされた。

⚫ 森下英治教授・林希一郎教授（2025年9月19日）
自治体では環境課題の内在化が不十分とし、自然資本の価値を意識化する必要性を指摘。共進化の概
念を具体化するには、便益と負担の可視化と、将来世代を見据えた統合的意思決定が重要と指摘。



関係者による交流会 まちなか（2025年11月）
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地域から始める「共進化」まちなかローカルSDGs交流会
日時：2025年11月27日（木）13：30～16：30
場所：名古屋駅前 ウインクあいち 1109会議室

（1）オープニング/主旨説明 地域から始める共進化の意義（20分）
（2）話題提供1 まちなかにおける共進化の可能性と広がり（30分）
・名古屋市立大学大学院経済学研究科・経済学部教授 鵜飼宏成
（3）話題提供2 現場からの声：暮らし・なりわい・まちづくりの挑戦（5件）
＜話題提供・交流メンバー＞
・錦二丁目エリアマネジメント㈱ 代表取締役 CEO 名畑 恵
・NPO法人志民連いちのみや 代表 星野 博
・株式会社マルワ 代表取締役 鳥原 久資
・株式会社おとうふ工房いしかわ 社長室 石川麻利江 （お友達：トーエイ㈱今津様）
・株式会社鈴六 代表取締役 鈴木和人
（4）ディスカッション「実践者のつながり・共進化でWellbeingな地域をどう育むか」

【ディスカッション要旨】

「共進化（共振による集積）」は特定の施策や手法ではなく、人を起点とした
関係性の中で生じる状態・現象であるとの認識が共有された。共進化には
主体の自立が前提となり、理念や大きな目標への共感から関わる場合だ
けでなく、具体的な役割や手段から参画し、結果的に共感に至る多様な関
わり方が存在する。危機感の共有や衝突、理念の浸透には長期的な時間
を要し、短期的な成果や効率性とは相容れない側面を持つ。一方で、事業
性や経済的合理性と結びつくことで参画主体が広がる可能性も示された。
共進化とは、課題ごとに異なる主体が関わり合いながら地域や組織が成熟
していく過程を捉えた概念である。



関係者による交流会 さとやま（2025年12月）
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地域から始める「共進化」さとやまローカルSDGs交流会
日時：2025年12月15日（月）13：30～16：30
場所：長野市生涯学習センター第3教室

（1）オープニング/主旨説明 地域から始める共進化の意義（20分）
（2）話題提供1 さとやまにおける共進化の可能性と広がり（30分）
・名古屋大学 附属持続的共発展教育研究センター教授 高野雅夫
（3）話題提供2 現場からの声：暮らし・なりわい・さとづくりの挑戦（5件）
＜話題提供・交流メンバー＞
・長野県NPOセンター コーディネーター 吉田喜美夫
・芋井地区住民自治協議会 地域活性化推進員 岸 豊
・NPO法人フォレスト工房もくり副理事長 フォレストデザイン代表 余頃友康
・一般社団法人 自然エネルギー共同設置推進機構（NECO） 浅輪剛博
・WACおばま NPO法人WACおばま理事 NPO法人若狭くらしに水舎代表理事 中嶌阿児
（4）ディスカッション「実践者のつながり・共進化でWellbeingな地域をどう育むか」

【ディスカッション要旨】

地域共進化が「目標」や「手法」ではなく、多様な主体が実験的に関わり合う中で結果と
して現れる状態・現象である点が共有された。限界集落や人口減少を前提に、居住にこ
だわらず「通う」「関係を保つ」ことで地域を維持する事例、アブラギリ・薪利用・里山林業
など地域資源の再発見が、人や活動を呼び込む契機となることが示された。一方で、技
能・資格・法制度・所有権の不明確さなどが共進化の阻害要因として挙げられた。重要
なのは、失敗を含む試行錯誤を受け入れる社会的土壌と、自然・生態系を含めたウェル
ビーイングの視点、流域単位での連携と学びを支える制度的基盤であるとの認識が共
有された。



「共進化」フォーラム（2026年3月）
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中部共進化フォーラム～Wellbeingを体感できる地域循環共生圏を目指して

日時：2026年3月3日（火）13：00～16：30 （休憩含め210分）
対象：行政、企業、一般市民、等
場所：ウィンクあいち1101会議室 ハイブリッド

あいさつ 中部地方環境事務所 所長 松下雄介（5分）
（1）主旨説明と経緯説明 地域から始める共進化の意義（15分）

（2）基調講演 （仮）環境基本計画における共進化（30分）
・環境省大臣官房総合政策課環境計画室 室長 黒部 一隆

（3）話題提供 現場からの声：暮らし・なりわい・地域づくりの挑戦（6件×15分）
・錦二丁目エリアマネジメント㈱ 代表取締役 CEO 名畑 恵
・株式会社おとうふ工房いしかわ 社長室 石川麻利江
・NPO法人フォレスト工房もくり副理事長 フォレストデザイン代表 余頃友康
・一般社団法人 自然エネルギー共同設置推進機構（NECO） 浅輪剛博
・福井県坂井市役所 生活環境部 環境推進課長 北川直規
・愛知県大府市役所 市民協働部環境課 環境保全係長 植木 孝

（4）パネルディスカッション「Wellbeingのための共進化とは」（50分）
・環境省大臣官房総合政策課環境計画室 室長 黒部 一隆
・名古屋大学 附属持続的共発展教育研究センター教授 高野雅夫
・名古屋市立大学大学院経済学研究科・経済学部教授 鵜飼宏成
・名古屋大学大学院環境学研究科特任教授 東海学園大学教授 杉山範子
コーディネーター 中部環境パートナーシップオフィス 原 理史

（5）講評 中部大学中部高等学術研究所長国際GISセンター長 教授 福井弘道
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【参考】EPO中部・中部ESDC視点における環境政策に関わる多様なステークホルダー関係の考え方の変遷

Wellbeing実現に向けた地域共進化促進

環境基本計画第１次H6（1994）

様々な主体の「参加」

環境教育促進法

H15（2003）

EPOネットワーク

リオサミット

愛・地球博H17（2005）

H4（1992）

環境教育等で「協働」
取組が重要

ヨハネスブルグサミットH14（2002）ESD

H26（2014）GAP

2030アジェンダH27（2015）SDGs

ESD推進ネットワーク
ESD活動推進センター

H28（2016）

H12 （2000） 第2次

H18 （2006）
第3次

H24 （2012）
第4次

H30（2018）
第5次 地域循環

共生圏

協働取組加速化事業

SDGs同時解決事業

R6（2024） 第6次 Wellbeing 「共進化」する社会システム

地域循環共生圏づく
りプラットフォーム事業

学び合いプロジェクト

H30（2018） ESD for 2030

第２期ESD国内実施計画
R3（2021）

「パートナーシップ」
SDGs G17

ESD：地域づくり＝人づくり

中部共進化座談会（R7.3.7)

R7年度 ステークホルダー連携事業「地域共進化」

地域循環共生圏づく
り支援体制構築事業

多様なステークホルダー自身も、関係者
によるシステムも、影響し合いながらブ
ラッシュアップされる「共進化」を遂げ、地
域循環共生圏を通じてWellbeingを目指す。

ESDに関するユネスコ世界
会議（愛知名古屋）

COP10（名古屋）H22（2010）

R7（2025）

EPO中部・中部地方ESD活動支援センター環境省 国際動向



⑧身近な自然資本の活用に関する意見交換会等
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SDGs愛知expoの出展ブース運営
⚫ 10月３・４日に、愛知県常滑市で開催されたSDGs愛知expo

にて、中部地方環境事務所出展ブースの運営（２日間）とヨ
シストローづくりワークショップを実施。

⚫ ブース内では、作成したパネル14点や生きものクイズなどを
実施したほか、着ぐるみ「だいだらポジー」（アルバイト学生
による）を運営。

はくさん大発見！～白山の自然や動物を見て・さわっ
て・学んで、自分だけの白山づくり体験～を開催
⚫ ２月23日に、石川県金沢市の石川県立図書館で、白山国立

公園の認知度・親しみ向上を目指し、子ども向けイベント「は
くさん大発見！～白山の自然や動物を 見て・さわって・学ん
で、自分だけの白山づくり体験～」を開催。

⚫ 白山についての解説のほか、クイズ、ハンズオン展示のほ
か、ペーパークラフト・ワークショップ「自分だけのミニ白山を
つくってみよう！」を実施予定。



⑨環境白書を読む会の開催
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⚫ 10月22日に、「環境白書を読む会」を名古屋市立大学で
ハイブリッド開催。会場10人、オンライン10人の計20人が
参加。

一般向けのチラシ 大学向けのチラシ

⚫ 第１部は令和７年度版白
書の概説を行う一般公開
オンラインセミナーとして
開催し、第２部はリアル
開催方式で、中部におけ
る施策を中部地方環境
事務所職員が概説し、会
場参加者との質疑応答
を行った。



独自プログラムの作成・活用
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活動評価手法の検討
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古澤礼太 中部大学国際ESD・SDGsセンター准教授、中部ESD拠点協議会事務局長
水上聡子 EPO中部運営委員、アルマス・バイオコスモス研究所代表
堺 勇人 EPO中部運営委員、一般社団法人 環境市民プラットフォームとやま（PECとやま）事務局長
原 理史 中部地方ESD活動支援センター、中部大学国際ESD/SDGsセンター研究員
【オブザーバー】環境省 中部地方環境事務所環境対策課
【事務局】清本三郎 中部環境パートナーシップオフィス（EPO中部） 統括

富山 6月5日 第1回検討会

名古屋 9月18日 第2回検討会

福井 11月12日 第3回検討会

有識者によるワーキンググループにより、地域循環共生圏づくりの活動の評価手法を検討する

検討会での議論の例



中間支援組織の機能評価リストの提案 「打ち手」のチェック【インプット評価】
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「協働ガバナンスモデル」を用いて、対象プロジェクト推進時の協働プロセスにおいて、活動団体のプ
ラットフォームに対して「打ち手」として「チェンジエージェント機能」が発揮できているかの評価を検討

支援分野 内容例 チェンジエー
ジェント機能

喚起 情報発信、普及啓発、相談、助
言等によるやる気等「喚起」の
支援ができているか

変
革
促
進

プ
ロ
セ
ス
支
援

関係構築 交流やマッチングなどによる
「関係構築」の支援ができてい
るか

定義づ
け・診断

活動内容や状況を評価すること
による「定義づけ・診断」の支援
ができているか

資
源
連
結

資源調査 ヒアリング、WS、相談、助言等
により「人もの金こと」等の「資
源調査」の支援ができているか

問
題
解
決
提
示

課題解
決・応用

WS、相談、助言等にる「問題解
決・応用」の支援ができている
か

打ち手

見
立
て

座組み

出典：企業・行政・NPO間の協働における中間支援組織の役割と機能 -川崎
市産業・環境創造リエゾンセンターを事例として-（島岡、佐藤：2014）
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地域循環共生圏に貢献するローカルSDGs活動評価手法の検討：波及と実践

基本となる価値基準：ローカルSDGs活動の効果が環境，社会，経済の各分野に波及し，それにより，環境，
社会，経済のそれぞれに関わる分野の資本が蓄積されること

六つの資本 評価項目の例

１財務資本（地域循環 財務資本）地域内での経済循環になっ

ているか
●地域にお金を落とす●地域への投資

２製造資本（地域循環 生産・製造資本）地域資源・エネル

ギーが持続可能な形で使えるようになっているか
●地産地消●資源循環●再生可能エネル
ギー●防災・減災

３知的資本（地域共生 知的資本）：地域の文化、知恵などが

生かされているのか、水準の高い知見が用いられているか
●教育●住民自治●伝統的文化・知恵●高等
知見●ICT活用

４人的資本（地域共生 人的資本）：地域の多様な人々が共生

できているか
●主体的・意欲的な人●愛着・誇り・責任感の
ある人●包摂社会

５社会・関係資本（地域共生 社会関係資本）：地域の繋が

り・コミュニティづくりにつながっているか
●対話型の議論・交流●相互信頼●公正●共
助

６自然資本（地域循環共生 自然資本）：地域の自然・生物多

様性が守られているか

●生物多様性●グリーンインフラ・景観の向上
●脱炭素●自然資源●農地・漁場の持続可能
な利用

●その取組は地域循環共生圏に貢献する資本増加に繋がるのか、チェックリスト例

⚫ 崩れない資本のバランスが持続可能性と強靱性にとって重要

財務資本、生産・製造資本

知的
資本

自然資本

人的資本

社会・関係資本

環境分野

社会分野

経済分野

六つの資本の積み木

http://www.teebweb.org/sdgs/

六つの資本：IIRCオクトパ
スモデル（事業による六つ
の資本の増加）による
・財務資本
・製造資本
・知的資本
・人的資本
・社会・関係資本
・自然資本

査読付論文（論説・報告）採択 日本環境共生学会

「環境共生」第42巻（2026）第1号に掲載予定

地域循環共生圏の活動を評価する枠組み
の検討

Consideration of a framework for evaluating the 
activities of the Regional Circular and Ecological 
Sphere
一般社団法人環境創造研究センター 原 理史 

中部大学 中部高等学術研究所 古澤 礼太 

アルマス・バイオコスモス研究所 水上 聡子

一般社団法人 環境市民プラットフォームとやま 堺 勇人
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ローカルSDGs活動に関する評価チェックリストの試行（H７年度）

JICA研修への海外参加者に依頼して環境関係の取組について記入した事例

EPO中部に依頼のあった講演1時間の中で「地域循環共生圏と中間支援」についてで説明した後に参加者6人にチェックリスト記
入を依頼。3人より記入結果を受領。

JICA北陸 2025年度課題別研修
「持続可能な⾃然資源管理による生物多様性保全と地域振興-SATOYAMA イニシアティブの推進」
2025年10⽉24⽇

演題：地域循環共生圏づくりへの中間支援組織の役割
講師：環境省中部環境パートナーシップオフィス（EPO中部）原 理史

Comments:
This form is really good in reflecting certain projects 
and programs. It provides a lot of information in 
summarised form that is very good for understanding 
the project objectives and other related pros and cons. 
Excellent technique. Will try to organise similar forms 
back home for reflection and understanding. 

コメント
この様式は、各プロジェクトやプログラムを要領よく整理
し、目的・成果・課題を理解するうえで非常に有効である。
同様の様式を自国でも導入し、振り返りと学びに活用し
たい。

Mr.Sonu（Community Based Forest Parks）
の記入事例：フィジー



30

ローカルSDGs活動に関する評価チェックリストの活用とフィードバック

3件の事例について分析、SDGｓ学生サミットで活用

富山県上市町
里山の駅つるぎの味蔵の純国産メンマプロジェクト

愛知県岡崎市
「QURUWA戦略」自治会の連合体が支える公民連
携まちづくり

福井県小浜市 若狭コロビプロジェクト



その他

31



相談対応（インターン協力依頼への対応）と共生圏事業との連携

32

⚫ 2023年度から私立高校のインターンシップ・プログラムに協力。
今年度も高校１年生３人のインターン生を受け入れ。

⚫ 学生たちは、共生圏事業の採択団体・半田市地域循環共生
圏推進協議会とその関連施設を取材し、紹介記事を作成。

⚫ 堅い表現になりがちな協議会の取組に対し、高校生目線での
表現による作成記事を半田側へも提供。

⚫ インターン生作成の取材記事は、ウェブサイトで公開中である。
➢ https://www.epo-chubu.jp/epo-news/31986.html

高校生インターンが
共生圏事業の半田市の取組を取材

https://www.epo-chubu.jp/epo-news/20739.html
https://www.epo-chubu.jp/epo-news/20739.html
https://www.epo-chubu.jp/epo-news/20739.html
https://www.epo-chubu.jp/epo-news/20739.html
https://www.epo-chubu.jp/epo-news/20739.html
https://www.epo-chubu.jp/epo-news/20739.html
https://www.epo-chubu.jp/epo-news/20739.html
https://www.epo-chubu.jp/epo-news/20739.html
https://www.epo-chubu.jp/epo-news/20739.html
https://www.epo-chubu.jp/epo-news/20739.html
https://www.epo-chubu.jp/epo-news/20739.html
https://www.epo-chubu.jp/epo-news/20739.html
https://www.epo-chubu.jp/epo-news/20739.html
https://www.epo-chubu.jp/epo-news/20739.html
https://www.epo-chubu.jp/epo-news/20739.html


外部資金を活用した事業

33

環境を軸とした地域課題解決に向けた戦
略検討等に係る業務／全国ユース環境活
動発表大会の支援
※ （独）環境保全機構との連携業務 https://www.erca.go.jp/

• 環境を軸とした地域課題解決に向けた戦略検討等に係る業
務ヒアリングとして、11月11日に石川県珠洲市でNPO・自治体
等を対象にしたグループヒアリングを実施。ヒアリング結果報
告書を作成、提出。

• 11月29日に開催された環境保全機構主催の全国ユース環境
活動発表大会に出席。また、大会審査員のEPO推薦枠として
環境カウンセラー・浅野氏を推薦。

愛知県環境学習コーディネート業務
※ 愛知県からの受託業務
 https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kankyokatsudo/0000060443.html

• 環境学習に関する学校等からの相談・照会依頼に対し、相談
業務５件、コーディネート業務10件を実施。

https://www.erca.go.jp/
https://www.erca.go.jp/
https://www.erca.go.jp/
https://www.erca.go.jp/
https://www.erca.go.jp/
https://www.erca.go.jp/
https://www.erca.go.jp/
https://www.erca.go.jp/
https://www.erca.go.jp/
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kankyokatsudo/0000060443.html
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kankyokatsudo/0000060443.html
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kankyokatsudo/0000060443.html
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kankyokatsudo/0000060443.html
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kankyokatsudo/0000060443.html
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kankyokatsudo/0000060443.html
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kankyokatsudo/0000060443.html
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kankyokatsudo/0000060443.html
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kankyokatsudo/0000060443.html
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kankyokatsudo/0000060443.html
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kankyokatsudo/0000060443.html
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kankyokatsudo/0000060443.html
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